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超巨大ニューラルネットワークのための
分散深層学習フレームワークの開発とスケーラビリティの評価
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u 言語処理分野でブレークスルーをもたらしたBERT等、データパラレルのみでは学習困難な数億〜
数十億規模のパラメータを持つ超巨大ニューラルネットワークを、モデルパラレルにより学習

u ニューラルネットワークの自動分割アルゴリズムを提案し、東京大学情報基盤センターReedbushを
用いて実証的に評価

処理時間やメモリのプロファイルに基づき
最適な計算グラフ分割を決定
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u モデルパラレル・データパラレルのハイブリッド機構の導入
u ニューラルネットワーク分割アルゴリズムの改善
u ソフトウェアはオープンソースで公開予定

u PyTorchをバックエンドのエンジンとして実装
u BERTの学習に成功 (タスク: SQuAD)

u 使用メモリがおよそ均等になるように分割
u バッチサイズ1でもGPU1枚に載らない大規模モデ

ルBERT-large(系列長384)を学習可能

BERTネットワークの分割例（⼀部）

⾊の違いは
GPU割り当て
を表す

複数のGPU/サーバで
部分グラフを分散計算
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